
議会報告会記録

【第 2 班】

開 催 日 時 平成 26 年 10月 17日 (金) 18 時 30 分 ~ 20 時 20 分

開 催 場 所 大山田公民館 2階大会議室

参 加 人 数 12 人

議会報告に対
する質疑応答

質 問 回 答
9月定例会の概要

【放課後児童対策事業について】

･一般会計補正予算の主な内容として、多度地区における この件に関しては、 何度も議会としても議論を行っている。
放課後児童対策事業が計上されているが、さ拭こ学校や 市の構想では小学校区単位で- 箇所ずつ設置することとな

園の空き教室を学童保育に利用できる制度や仕組みが っている。これをベースとして小学校や園の空き教室の利用

あれば実施してもらいたい。 等を要望していきたい。

調査研究結果 (事業評価)
【音楽療法推進事業について】

･今回なぜ現状の評価は ｢一部不適当｣ となり、 今後の方 ･今年度、福祉安全委員会が音楽療法推進事業を評価しており、
向性は ｢見直しのうえ縮小｣ となったのか。 その過程で奈良市への視察を行った。 この視察等を踏まえ、

現段階では事業の費用対効果を測るにはさまざまな改善が

必要であるとの考えから今回の評価結果となった。
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参加者からの

意見 ･要望等

･ 3 年前にも筒尾地区で夜中に女性が襲われており、 防犯パトロールボランティア (青パト) を展開中である。 市におい

てはどのようるこ防犯対策を考えているのか。

･事件発生時間は夜間が多く、 市が実施しているパトロールの時間帯は間違っていないか。
分 (回答) 防犯対策については、 地域で取り組んでいただきお礼を申し上げる。 市でもパトロールについては実施してい

るが、 夜間については勤務時間の関係でできていない。 最近さまざまな事件が発生していることもあり、 市議会でも桑

名署に出向きパトロール強化の依頼を行ったところである。 市も限られた時間 ･車で苦慮しているところではあるが、
安心 ･安全なまちづくりに向けて、 今後、 夜間のパトロール等の実施を市と協議していきたい。 また、 犯人は明るいう

ちに下見をしていることが多いため、 近所での外での会話を大切にしながら不審な車や人物がいれば、す Gこ市や警察

に通報して欲しい。 地域の方々の協力も必要なのでよろしくお願いしたい。
.陽だまりの丘には ｢ぼかぼか｣ があるが、 南側の道路が非常に暗い。 地域の自治会から防犯灯設置の要望をしたのだ

が、 予算がないと言われた。 事件が起こってからでは遅いので対応してほしい。
ヲ (回答) 交差点には街路灯が設置されているが、 人通りも多いところなので、 今後、 議会としても要望していきたい。
･ 1年以上たっても街路灯が消えていて放置されていた箇所が過去にあったので、 早めの対応をお願いしたい。
一 (回答) 県、 市所有関係なく自治会長から市の土木課のほう"こ一報を入れて欲しい。
･総合医療センターの現状と今後の見通しは。
一 (回答) 2 度の入札不調を経て、今は建築工事、電気工事等を分割して入札をかける準備をしていると聞いている。 で

きるだけ早くしていきたいというのが議会の総意である。
･健康診断 ･特定健診を受診しよう と思って総合医療センターに予約をしようとしたのだが、 11月まで予約が入っている

と断わられた。 民間病院だとすぐに対応してもらえた。 この医療センターの対応は残念に思う。
･補助金 20 % カットの方針に関して市議会としてはどのような審議をされたのか。
一 (回答) 昨年の 9月に市長から財政的な問題で各所管の部長に補助金一律 20% カットの指示があった。 それぞれの担当

の職員が趣旨を説明し、 部了解を得たと聞いている。 議会としても各委員会で詳細に審議し、福祉安全委員会及び教

育経済委員会においては附帯決議を行った。 いただいたご意見も踏まえ、今後、それぞれの事業の内容を考慮の上、 市

と協議していきたいと考えている。
･自治会もボランティアで市の下請けのようなものだと思っている。 広報の配布などを協力している自治会に対しても補

助金をカットするのか。
一 (回答) 配り物などのご苦労は知っている。 それも踏まえてこれから行政がどういうやり方がいいのか、 われわれもど
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うしたらいいのか、 お互いにキャッチボールをしながら進めていきたい。
･広報は見る人が少ないよう"こ思うのでスーパーマーケットや公的な施設に鼓直りるなどして、 自治会配布の負担を少な

くしてみてはどうか。
･広報は楽しみに待っている人も多く情報が沢山入っているので現状のままでお願いしたい。
一 (回答) いろいろなご意見がある。 議会としても考えていきたい。
･北部地域包括支援センターは多度町にあるが、大山田地区の高齢者は今以上に増加する。 前回も要望したが、話し合い

はあったか。
分 (回答) 大山田地区はこれから高齢者の数が増加するので、一つの単位として包括支援センターが必要ではないかと本

会議で質問をした。 包括支援センターには、 社会福祉士や介護支援専門員などが必要とされ、人員の確保や人件費が必

要となり現状では困難だが、 対象者が増加傾向の中で、職員等の増員を検討していきたいとの答弁があった。
･北部ではなく中央の包括支援センターに組み入れることはできないのか。 自分が行きたい時に行ける環境にはできない

のか。

一 (回答) 実際、 対象者の数も増えてきている。 この件に関しては粘り強く訴えていきたい。
･年間 30 万人くらいの乗客がいる岐阜市芥見のコミュニブィバスのような運営方法にならないか。
一 (回答) 乗客人数についてはルートによって違いがあり、根本的に見直しをしてみてはどうかと本会議で質問をした。 ま

た、市が推進している地域包括ケアシステムの中には病院の送迎や買い物支援等も介護予防事業の一環として組み込ま

れる可能性があると思う。そういう事業も考えながらコミュニブイバスに拘らず、違った運営形態も考えてもいいのでは

ないかとも提案している。 実施にあたっては、 市民の方々の声も必要かと思う。
ごみ処理施設について、 今後はどうなっていくのか。
つ く回答) 桑名広域清掃事業組合でも県の事業であるR D F は中止の方向と伺った。 今後は新しいごみ処理焼却施設建設

に向けて議論をしていく。
･幼稚園が廃止になるところがある。 私立幼稚園への補助制度はあるのか。
う (回答) ｢幼稚園就園奨励費補助｣ という国の支援がある。


